


 
 
３．第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異および通期業績予想修正の理由 

（１） 2027年３月期第２四半期（中間期）の業績予想と実績値の差異 

営業収益は、物価上昇に伴う個人消費の停滞が継続する中、大口法人のお客様を中心と

する取扱数量の減少や、地震や台風をはじめとする自然災害による物流需要の下押し影響

などにより、前回予想（2026年８月３日発表）を下回りました。 

利益面においては、輸送領域におけるリアルタイムデータを活用した一元配車や、ラストマ

イル領域での集配委託費の抑制などオペレーティングコストの適正化に注力いたしました。

前年同期比で損益改善の成果はみられたものの、エネルギー・原材料などのコスト上昇に加

え、取扱数量の減少による減収影響を補うには至りませんでした。これらの結果、営業利

益、経常利益、および親会社株主に帰属する中間純利益についても、前回予想を下回る着

地となりました。 
 

（２） 通期連結業績予想 

営業収益は、当第２四半期（中間期）の業績動向や、下期においても大口法人のお客様を

中心とする取扱数量の伸び悩みが継続する見通しであることなどを踏まえ、１兆8,950億円
（前回予想差△230億円）に下方修正いたします。 

一方、利益面については、引き続き輸送領域におけるデータを活用した輸送オペレーション

の効率化や、ラストマイル領域における集配体制の効率化など、ネットワーク全体のオペ

レーティングコストの適正化を徹底することにより、営業収益の減少分を相殺し、期首に見込

んだ利益水準を確保する見込みです。この結果、営業利益、経常利益、および親会社株主

に帰属する当期純利益については、前回予想から変更しておりません。 

 
※上記業績予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 
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